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小学校 6年間の生活記録を用いた学校生活イメージの検討

一子どもは小学校生活をどのようにとらえていくのか一

吉川はる奈*

キーワー ド :生活記録､生活実態調査､家庭､小学校､子 ども､ 6年間

問題と目的

子どもは自らのノ｣､学校生活をどのようにとら

えているだろうか｡また小学校生活は､その後

の成長過程において､子どもたちにどのように

意味づけられていくのだろうか｡

/ト学校は､幼稚匿い 保育所に続 く､家庭とは

異なる社会集団の 1つとして､子 どもが社会の

一月として育つ際の大きな役割を担う場である｡

また小学校は､幼稚園 ･保育所とは異なる学校

教育の場でもあり､新たな知識を得られる､知

的な発達を促す場でもある｡

昨今の子どもをめぐるさまざまな問題提起の

中で､子どもが学校をどのように感じているか

ということが問われる｡その中で ｢友達関係で

傷ついた｣､｢勉強がわからず苦痛だった｣､｢行

事が多く忙しくて大変｣などと学校生活がマイ

ナスイメージで表現されることも多い｡

小学生を対象にするという方法論上の推しさ

もあり､小学校生活を子どもがどのようにとら

え､その後の成長過程でどのように意味づけて

いくのかについては､あまり検討されてきてい

ない｡

本稿では､子どもが小学校生活を成長過程で

どのように捉え意味づけていくのかについて､

* 埼玉大学教育学部家政教育講座

方法論の検討とともに明らかにしていく｡

1. 1年生にとっての小学校生活

苦Jllら (2006)は1年生が小学校という新た

な場に適応 していく過程について長期間の観察

とインタヴューを用いて検討している｡そこで

は､幼稚園から′J､学校という異なる場に適応し

ていく際に､多くの戸惑いと混乱を感 じ､つま

ず く姿とともに､子ども自身のさまざまな能力

の成長と､クラス集団の力の高まり､学校生活

内での担任からのさまざまな働きかけを支えに､

子ども自身が生活を見通すことができるように

成長していくプロセスを明らかにしてきた｡学

校適応の研究の多 くは､小学生特に低学年の場

合､子どもの視点で学校生活をとらえるという

ことは､子どもの言語理解や言語表現の未熟さ

もあり､研究手法上の難 しさをともなう｡この

ため､学級担任へのアンケー ト調査が多くなる｡

そこで学級担任へのアンケー トではうかがうこ

とのできない､子どもの視点から考察するため

に､観察と担任へのインタヴューを用いた｡し

かしながら､ 1年生が学校に適応 していくプロ

セスは明らかになったが､子ども自身が小学校

生活に対 してとらえていること､感じているイ

メージにつながるような ｢どんなことが楽 し

かったか｣｢どんなことをがんばったのか｣｢ど

んなことがつらかったのか｣などは､観察と担
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任へのインタヴューでは明らかにすることはで

きなかった｡

2.対人関係が苦手な子どもたちへの取り組み

小学生を対象にした､学校生活満足度調査の

中で､鍋島 (2005)は高学年では女子を中心に

友達関係の複雑さなどから一時的に学校生活を

肯定的に捉えていないことを報告している｡対

人関係が苦手である小学生の問題は､多くが指

摘するところであり､学校満足度のほかにも､

日々の学級運営に与える影響力も大きく､小中

学校においてさまざまな対1芯がなされている｡

さらには､小中学校に限らず幼児期の子どもに

おいても､｢友達とけんかができない｣と保育

者を中心に対人関係の苦手な状況を危倶する声

は高 く､問題への対応 も幼児期か ら長期にわ

たって必要であるといわれている｡

このように相手の立場にたつこと､相手の気

持ちを理解することなど､人間関係の力が未熟

な子どもたち､児童生徒の問題が保育現場､教

育現場で指摘されてはいるものの､原因を1つ

に特定することは難しいこと､入学前はもとよ

り入園前からも友達関係を豊かに経験 していな

いこと､兄弟も少なく異年齢の関係も経験して

いないこと､加えて家庭の育児力､教育力の低

下がめだつこともあり､対人関係を体験的に幼

稚園や学校で学ぶという試みへの期待は大きい｡

具体的には､異年齢交流として､小学校と幼稚

園でのあいだの交流を実現させ､幼児も小学生

も異年齢交流を経験する中で､それぞれの役割

を学び､対人関係の 帽を広げることをめざす取

り組みもある｡また子育て支援活動の中での地

域との交流や学年をこえた交流など異年齢の交

流､異世代の交流もあり､一定の効果が報告さ

れている｡

このように学校がもつ本来の機能だけではな

い､より多くの機能が求められている現状があ

る｡では､このような学校に対して､子どもは

どのような学校生活イメージをもつのだろうか｡

高学年の友達関係が複雑になる時期は､つらい

という場でしかないのだろうか｡

また､つらいというイメージばか りが､子ど

もたちにとらえられていくのだろうか｡

はたして､子どもは発達 ･成長とともに学校

生活をどのようにとらえているのだろうか｡

3.小学校生活を子どもはどのように感じてい

るか

吉川ら (2005)は､小学生の生活実態調査を

継続して行っている｡具体的には､学校生活に

限らず放課後の時間も含めた子どもの生活を明

らかにした上で､現代の子どもの成長 ･発達を

うながす支援に何が必要か､そのために学校教

育において､地域においてできることは何かを

明らかにしたいと考えている｡学校外の生活に

おいては､子どもの生活習慣や遊びに関するこ

とがらを調査することを通 して実態を明らかに

してきた｡一方で､現代の子どもが学校生活を

どのように感じているのかを子どもの視点でと

らえることの必要性も示唆された｡子どもの生

活は家庭生活だけでなく学校生活もふくめた子

どもの 1日全体を捉えなければ､生活の実態に

迫れないからである｡

筆者を含む石出ら (2005)は卒業 したばかり

の12歳児に6年間の小学校生活をどのように感

じているかについて､小学校での生活を生活記

録として､子ども自身に記述をしてもらい､記

述の特徴をまとめた｡さまざまな6年間の経験

が記述されたが､経験 したことや感 じたことを

言語で表現することの難しさもうかがわれた｡

それをうけて本研究では､彼らが成長 した 6

年後の年代にあたる大学生を対象に､彼 らの小

学校生活をふ りかえることによって､ 6年間の

小学校生活を記述してもらい､記述の内容を分

類し検討する｡

さらに､｢12歳児｣がとらえていたノト学校生活

と､｢その対象児童が成長 した世代にあたる大

学生｣がふりかえりによってとらえる小学校生

活との記述内容の比較検討を通して､方法論の

検討とともに､子どもが成長 ･発達とともに′｣､
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学校生活をどのようにとらえ､どのように意味

づけていくのかについて考察する｡これらを通

じて､学校生活だけでなく学校外の生活を含め

た子どもの生活全体の中で､豊かに発達をうな

がすための支援のありかたについて示唆をえた

い｡

方 法

1.対象

ふりかえりによる小学校の生活実態調査に参

加 した学生120名のうち､｢生活記録 (自由記述

回答)｣に対して有効な回答があった115名 (辛

均年齢18歳 7ケ月)

2.方法

(1)小学校 6年間をふりかえり記述した､小

学生生活 6年間の ｢生活記録｣(自由記述

ふくむ)のうち､以下の 3項目に関する

記述実数について検討した｡

3項目 :(∋うれしかったこと､楽しかっ

たこと (以下うれしい ･楽しい)(参がん

表 1 分類基準

人に関する記述 人記述
(教師.友達 .家族)

学校に関する記述 学校記述
(勉強 .運動 .当番 .課外 .行事)

学校外に関する記述 校外記述
(勉強 .運動 .趣味 .遊び)

家庭に関する記述 家庭記述
(勉強.運動 .趣味 .遊び)

ばったこと (以下がんばった)(むつ ら

かったこと ･悲 しかったこと (以下つら

い ･悲しい)

(2)さらに､上記の 3項目について､表 1の

基準で分類 し､検討を加えた｡

(3)また対象学生が小学生であった時期の12

歳児を対象にした同様の生活実態調査の

結果と比較検討する｡

結 果

(1)項目の学年別記述実数 表 2

表 2は上記 3項目の学年別記述実数をあらわ

したものである｡

｢うれ しい ･楽 しい｣項 目､｢頑張った｣項

目は､｢つ らい ･悲 しい｣項目よりもすべての

学年において､記述実数が多かった｡

またこの特徴は､大学生のふりかえりにおけ

る小学校生活実態調査だけでなく､12歳児の記

述による小学校生活の実態調査でも同様の傾向

であった｡

(2)各項目の分類基準による学年別記述傾向

上記表 1の分類基準によってえられた､学年

別の記述の傾向を､それぞれ ｢うれしい ･楽し

い｣項目を図 1に､｢頑張った｣項目を図2に､

｢つらい ･悲しい｣を図3に示した｡これらに

よれば､｢うれ しい ･楽 しい｣項 目､｢頑張っ

た｣項目は､学校生活に関する記述が多く､勉

強､運動､行事に関する記述が多かった｡一方

で､｢つ らい ･悲 しい｣項 目は人間関係､中で

も友達に関する記述が多かった｡

表 2 学年別記述実数

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

うれしい .楽 しい 121 133 124 129 127 136 770

頑張った 88 93 104 121 122 130 658

つらい .悲しい 68 75 66 75 68 75 427

計 277 301 294 325 317 341 1855
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｢頑張った｣項目は､学年があがるにつれて､

学校記述が増えていき､一方で､家庭記述は学

年が上がるにつれて減少していった｡

(3)12歳児による記述と18歳児による記述内

容の比較

大学生の記述では､学校記述が全体として多

くを占める｡中でも､行事や勉強､運動に関す

るものが多い｡そして､その中で大会-の参加

6年
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4年

3年

2年

1年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 1 ｢うれしい･楽しい｣項目での記述の学年推移
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図 2 ｢頑張った｣項目での記述の学年推移

6年

SiF

4年

3咋

2年

1年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図3 ｢つらい･悲しい｣項目での記述の学年推移

や入賞､さらにそれにいたる準備や練習のプロ

セス-の記述が多い｡一万12歳児は､学校記述

が多 くを占めるものの､具体的な記述の内容は､

結果のみが単語で書かれていることがほとんど

である｡

18歳大学生の全体の特徴としては､結果だけ

でなくプロセスを明確に記述した上で､その過

程で自分が抱いた感情を丁寧に表現するものが

目立った｡

一方､石出ら (2005)による12歳児の記述で

は､｢うれしい ･楽 しい｣は1年生では友達に

関する記述を中心に ｢人記述｣が多 く､学年が

あがると｢学校記述｣がふえた｡また｢がんばっ

た｣は ｢学校記述｣がもっとも多 く､やはり行

事や勉強､運動に関するものが多い｡さらに

｢つらい｣は ｢人｣記述が半数をしめていたと

報告 している｡

したがって､大学生のふりかえりにおける小

学校生活実態調査の記述の内容は､12歳児によ

る小学校生活の実態調査でも同様の傾向であっ

たといえる｡

(4)記述の実例

次に､ふりかえりによる小学校生活記録の記

述実例を表 3に示す｡

小学校を卒業して6年後にあたる大学入学直

後の5月に､ 6年間の小学校生活をふりかえり､

生活記録を記述 したものである｡実例にみるよ

うに､かなり詳細に､がんばって取 り組んだプ

ロセスが記述 されている｡たとえばK子は､

チャレンジして継続して練習した中で得た結果

について､詳細に記述 している｡ 1年生の一輪

車の挑戦も ｢何とか乗れるようになりたくて｣
という思いとともにふりかえっている｡運動会

の鼓笛隊でがんばったことも ｢疲れた｣という

表現とともに､｢がんばった｣記録 として記述

している｡また､ 6年生では体操クラブでさま

ざまな技に挑戦してがんばったが､バック転だ

けはできなかったということもふ りかえる中で
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表 3 ふ りかえ りによ る小学校生活記録 の記述 実例

K子 B男

うれしい .漉.山 ､ (,滞常やた. つらい 一悲 しい うれしい .楽しい 兼敏やた つらい ..悲しい

1年 頻 り道などいろい 1蛤鮮にのれるよう イlllの良い 4人組が オリエンテ-リン 持久轟求蜜でlu年並 ちやぼの絵のクレろなお花をつんだり､･つになりたくで海 日の 度々けんかをした グで学外をた くさ 溺子の部でi波 にな ヨンでの色付けが

草笛で進んだこと ･ように練習し 乗れるよこうになった/O ん妙いたこと 航 貿救･首と′.杏)もらつな. うまくいかなかつたこと

2年 放練後はいつ もの 休み時間の度を羊うん 悪ふざけがす ぎ､ 週足で動物園にい 柑tで 分の紙人形 ともだちが連動神
4人で近所を腎険 てい､葱遊び､拳にマ クラスの男の子 を つたこと¢バス､ を完成挙せるq)にか 姪がよく､放課後

したこと ､メがで藩､づ劫 もるまでや､り鍬 ナ考 怒らせたことO 穏雄を使って○ 怒り頑華:l岩芳+た*; のバスケではシュー トきめ遊びでいつも負けた

3年 新 しい家 にな り鴎 避研ゼ-ミを:はじめて 転校 して前のよう 担任の先生 が昨年 湊 教の嘉スト,汝餐 体育でいつもやるド分 の部屋 がで きた 密で勉強する妄うに に近所で遊ぶ友達 と同じだったこと8 敵 何鼻 しゝて解 く レミ77階段という

こと な渉たO がいなかったので､家で遊んだ ･の,にが舶 ぎつね鷲 のが､いつもぼくだけできなかった

4年 鉄棒 の準紫で私 は 鞍粛陳を凝 くまで練 前の学校での友達 隣のクラスの予 と 地区吟醸 更対抗の骨 クラス内で一時期

体操クラブにス つ ･､習し濁動余で癒労し との文通が とぎれ 仰良くなった申 喝寮や5警* i謹∈ 孤独なときがあった.ていたので恥 じい技がた くさんで き滞鴬だった 七 7二こと プールが同じiごったQ

5年 クラス替 えで廃 し 醸しいざナノを発襲 4年生まで一緒に 地区の連 合過勤愈 南海とし,鴇 制酸で､ 林間学殻でちよっ

い茨 選がふえた¢ 漁で輝くために練習 帰っていた友達が でポール投 げ部門 -:最に労しきキ ビか､耕 とけんか
さ犬 を拾 って飼 い始 した 違 うクラスにな り､でぎりぎり1()位入 鮪についてとが勉強

めたO ひとりで帰ったこと 質したB 挿 髄 針 相 こせを決めTCj勉臥 准駄粁イブ欄 jき

6年 飼,C'ていた犬が子 凝鵜体線の.ク卓プに バスケの授英の と 理科のテス トで3 冬激流の=酌二乗の伴 友達とのいざこざ

どもを産みかわい ほいつていたのでい きに､パス をと り 収尿,9てきたとき ?湊を古壷でも巌jた

の記述で明らかにしている｡

一見すると､入賞した､優勝 した､できるよ

うになったなどの ｢輝かしい｣結果がふりかえ

りでの小学校生活記録に記述されるように見え

るものの､詳細にみていくと､結果よりもその

プロセスが丁寧に記録されていることがわかる｡

また ｢つらい ･悲 しい｣記述はK子の記述や

B男の高学年での記述のように､友達関係をめ

ぐる ｢人記述｣がめだつ｡一方､低学年では､

B男 2年生の ｢バスケでいつも負けたこと｣や

3年生の ｢体育の種 目でぼ くだけできなかっ

た｣のように､｢できない｣という結果について

記述しているものもある｡しかし､高学年にな

ると ｢できない｣結果に対 して ｢つらい ･悲し

い｣と記述するものはほとんどいなかった｡

考 察

1.ふりかえりによる小学校の生活記録を記述

する方法論の妥当性

小学校を卒業して6年後にあたる学生が､み

ずからの小学校時代の生活記録を記述すること

の安当性についてふれる｡ 6年後のふ りかえり

による記述は時間が経過している内容という見

方もあるだろう｡しかし､多 くの学生は6年前

までの自分をふりかえり､一気に生活記録を記

述していた｡学年ごとの記録もそれぞれのエピ

ソー ドを記述 している｡かなり､詳細に小学校

時代のエピソー ドとして捉えているものを記述

しているという様相である｡

さらに小学校を卒業 したばかりの12歳児が記

述した内容と分類上は学年推移が同様の傾向と

なった｡これは､小学校生活をどのように捉え
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るかという部分で､年齢推移に影響を受けずに

学校生活イメージとして持ち続ける部分とも考

えられる｡

12歳児はキーワー ドのように､単語で記述し

(たとえば､運動会の鼓笛､発表会の伴奏な

ど)､大学生は､そのキーワー ドにいたるプロ

セスや､結果､その思いをあわせて記述 してい

る (たとえば､難しいピアノの曲を発表会で伴

奏するために練習したこと)｡分類の学年推移

は同様の傾向であることから､小学校の生活記

録として両者の内容は大きな差はなく､記述の

特徴は年齢差による言語能力差によるものであ

ることが推測される｡

優勝する､勝つ､一位になるなど､結果とし

て ｢うれ しい ･楽 しい｣あるいは ｢がんばっ

た｣という記述だけでなく､結果としてうまく

いかな くても､｢いろんな技 に挑戦 した中で

バック転だけはできなかった｣という経験や､

｢疲れた｣と表現するほど ｢毎日遅 くまで練習

した運動会の鼓笛隊｣という経験は､結果より

もそのプロセスが貴重な経験になっている｡小

嶋 (2006)は､何か意味のあるものを生み出す

営みに直接的に参加しているという実感を欠い

た少年は､自分を社会の中に位置づけて確認す

るのは難 しいと指摘する｡逆に明確な日的意識

の中で､｢**なりたい｣､｢**ありたい｣とい

う自分にとって意味のある日的意識を位置づけ､

それをめざして参加することは､自分をしっか

り社会に位置づける､忘れられない確かな経験

になるはずである｡生活記録で多 くを占める学

校記述には､学校での行事や勉強､運動など､

子どもがまさに目的意識をもちながら取 り組む

ことができる自分にとって意味のある経験であ

る｡このようなプロセスに相当するものこそ､

6年間の ｢生活記録｣として残るものであり､

6年後であっても､ふりかえりによる生活記録

において記述される内容であると思われる｡

2.子どもにとって小学校生活とは何か

多くの学生が､小学校生活を肯定的に捉えて

いた｡勉強や､運動､行事を楽しむ姿が記述さ

れていた｡学校生活において､人との関係が重

要な要素だとされるが､それだけでなく､課題

を達成するような喜びや行事を通して経験する

楽しさなど､学校の機能が再確認されたともい

える｡

｢頑張った｣項目には､｢算数の九九｣や ｢自

由研究｣｢マラソン｣｢学芸会の練習｣｢鼓笛の練

習｣など､勉強､行事などに関する記述が 目

立った｡低学年では､｢つらい ･悲 しい｣のな

かに､｢できない｣自分に対して ｢つらい｣と記

述している例もあったが､中学年以降は､｢でき

なくても｣｢がんばる｣ことで､｢つらい ･悲 し

い｣ことではなく､｢頑張った｣中で ｢うれ し

い ･楽しいこと｣に変えていける力ももってい

ることがうかがわれた｡しかし一方で､朝永の

報告によれば､小学生､中学生､高校生の生活

実態調査から､特に小中学生は､学習の取 り組

み方の様相と親子関係､いわゆる会話量との関

係をみると､親との豊富な会話やそれが可能な

環境は知的好奇心が育まれる土壌として大切で

あるという｡

つまり､｢つらい ･悲しい｣を ｢がんばった｣

経験を通して ｢たのしい ･うれしい｣にしてい

くためには､そこで関わる大人の働きかけの質

についても､今後は明らかにしていく必要があ

ると思われる｡

3.さまざまな感情を経験する場として

｢つらい ･悲 しい｣では､学年に関係なく､

全体的に､対人関係に関する記述がめだった｡

′｣､学生は低学年から高学年まで､友だち関係の

中で ｢つらい ･悲しい｣経験をしているという

ことは､確かに否定できない｡しかし記述数全

体としては､｢つ らい ･悲 しい｣の記述は少な

かった｡つまり ｢つらい ･悲しい｣経験ととも

に､あるいはそれ以上の機会を ｢頑張った｣経

験や ｢うれしい ･楽しい｣経験をしているとい

うことである｡

低学年の時期には､｢できない｣自分を ｢つら
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い｣ と感 じている子 どもが､高学年で ｢できな

い｣ ことを ｢がんばって｣取 り組み､｢つ らい｣

ではな く､｢がんばった｣項 目や ｢うれ しかっ

た｣項 目に記述 している例 もある｡

昨今の子 どもたちに関する問題提起の中では､

｢つ らい ･悲 しい｣経験はで きるかぎりなくす

ほうがよいという指摘 もある｡一概には言えな

いが､さまざまな感情の経験 をする中での ｢つ

らい ･悲 しい｣経験であることを本研究での記

述は表 していた.｢つ らい｣経験数より多 く存在

する ｢がんばった｣や ｢うれ しい ･楽 しい｣経

験 こそ､積極的に活かす取 り組みが大切である

と考える｡また記述内容は､単に結果ではな く､

経験 してい く過程にふれていたことか ら､教師

の側からも子 どもの経験のプロセスをイメージ

しなが ら働 きかけてい くことも大切であると思

われる｡

4.今後の課題

小学校卒業後のふ りかえ りデータとして､ 6

年後だけでな く､ 2年後､ 4年後 と詳細に経過

を明らかにしてい くこと､母集団の幅を広げて

い くことなど､今後の課題である｡
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Thisstudyfocusesonlmaglngpl･OCeSSOfelementaryschoollife.

ThedescrlPtLOnSOfsix-years-school-Lifeatl2yeal･SOldand18yearsoldareanalyzedfromthe

viewpoilltOfjoyfulness.effortandhardship,

Thefollowingresults:(1)both12yearsoldand18yearsoldgive山eirrecordjoyfulevents

itemallde放)r亡fulitemmoretllanharditem.(2)tlleygiverecordaboutjoyfulitemofschoolforthe

higherclassesmorethanthelowerclasses(3)theygivcmanyrecordsaboutharditem of

friendshiph･omLowerclassestohigherclasses.(4)18yearsoldstudentsgiverecordabouttheir

joyfulandeffortfulitem110WbutwhattheycopewithelementaryscllOOHife
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